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SH7216グループ 
MTU2（コンペアマッチ）要因による DMAC起動データ転送例 

要旨 
本アプリケーションノートは、SH7216のMTU2を起動要因とした DMACによるデータ転送例をまとめた
ものです。MTU2のコンペアマッチを要因として、DMACを起動させ、内蔵フラッシュメモリから内蔵 RAM
へのデータ転送を行います。 

なお、本アプリケーションノートに掲載されているタスク例およびアプリケーション例は確認済みですが、
実際にご使用になる場合には、必ず動作環境を確認の上ご使用くださいますようにお願いします。 

動作確認デバイス 
SH7216 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
• MTU2チャネル 0のコンペアマッチを要因として、DMACを起動します。 
• DMACチャネル 0は、内蔵フラッシュメモリから内蔵 RAMへのデータ転送を行います。 
• バスモードはサイクルスチールモードを使用します。 
 

1.2 使用機能 
• マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2）チャネル 0 
• ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）チャネル 0 
 

1.3 適用条件 
 
マイコン SH7216 
動作周波数 内部クロック： 200 MHz 

バスクロック：  50 MHz 
周辺クロック：  50 MHz 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
High-performance Embedded Workshop Ver.4.06.00 

Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engine ファミリ 
C/C++ コンパイラパッケージ Ver.9.03.00 Release 00 

コンパイルオプション High-performance Embedded Workshop でのデフォルト設定 
(-cpu=sh2afpu –pic=1 –object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" 
-debug -gbr=auto –chgincpath –errorpath -global_volatile=0 
-opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 
-struct_alloc=1 -nologo) 
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2. 応用例の説明 
本応用例では、MTU2（チャネル 0）のコンペアマッチを要因として、DMAC（チャネル 0）を起動させ、
内蔵フラッシュメモリ（ROM）から内蔵 RAMへのデータ転送を行います。 

2.1 使用機能の動作概要 

2.1.1 マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 
マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2）は、6チャネルの 16ビットタイマにより構成さ
れている多機能なタイマユニットです。チャネルごとに、コンペアマッチ機能やインプットキャプチャ機能
などの設定が可能です。チャネル 0～4は、コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カ
ウンタクリア動作、複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッチ／インプットキャ
プチャによる同時クリア、カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせるこ
とによる最大 12相の PWM出力が設定可能です。 

MTU2についての詳細は、「SH7216グループハードウェアマニュアル」の「マルチファンクションタイマ
パルスユニット 2」の章を参照してください。 

表 1にマルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2）の概要を示します。また、図 1にMTU2
のブロック図を示します。 

 
表 1 MTU2の概要 

項目 概要 
チャネル数 16ビットタイマ×6チャネル（チャネル 0から 5） 
カウンタクロック チャネルごとに 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

（チャネル 5は 4種類） 
チャネル 0～5の動作 • コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カウンタクリア

動作、複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッチ／
インプットキャプチャによる同時クリア 

• カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせる
ことによる最大 12相の PWM 出力 

A/D変換器トリガ • A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 
• 相補 PWMモード時、カウンタの山／谷での割り込み、および A/D変換器の変
換スタートトリガを間引くことが可能 

バッファ動作 • チャネル 0、3、4はレジスタのバッファ動作が設定可能 
動作モード • チャネル 0から 4は、PWMモードの設定可能 

• チャネル 1、2はそれぞれ独立に位相計数モードを設定可能 
• チャネル 3、4の連動動作により、相補 PWMモード、リセット同期 PWMモー
ドによる三相のポジ、ネガ計 6本の PWM波形出力の設定可能 

割り込み要求 • 28種類の割り込み要因 
（コンペアマッチ、インプットキャプチャ割り込みなど） 

その他 • カスケード接続動作 
• 内部 16ビットバスによる高速アクセス 
• レジスタデータの自動転送が可能 
• モジュールスタンバイモードの設定可能 
• チャネル 5により、デッドタイム補償用カウンタ機能が可能 
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［A/D変換開始要求信号］
チャネル0～4：TRGAN
チャネル0   ：TRG0N
チャネル4   ：TRG4AN

    TRG4BN

周辺バス

チャネル5：TGIU_5
  ：TGIV_5
  ：TGIW_5

［割り込み要求信号］

チャネル3：TGIA_3
  TGIB_3
  TGIC_3
  TGID_3
  TCIV_3

チャネル4：TGIA_4
  TGIB_4
  TGIC_4
  TGID_4
  TCIV_4

［入出力端子］

チャネル3：TIOC3A
         TIOC3B
         TIOC3C
         TIOC3D

チャネル4：TIOC4A
         TIOC4B
         TIOC4C
         TIOC4D

［入力端子］

チャネル5：TIC5U
         TIC5V
         TIC5W

［クロック入力］

内部クロック：Pφ/1
Pφ/4
Pφ/16
Pφ/64
Pφ/258
Pφ/1024

外部クロック：tclkA
tclkB
tclkC
tclkD

［入出力端子］

チャネル0：TIOC0A
  TIOC0B
  TIOC0C
  TIOC0D

チャネル1：TIOC1A
  TIOC1B

チャネル2：TIOC2A
  TIOC2B

チ
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【記号説明】

TSTR ：タイマスタートレジスタ

TSYR ：タイマシンクロレジスタ

TCR ：タイマコントロールレジスタ

TMDR ：タイマモードレジスタ

TIOR ：タイマI/Oコントロールレジスタ
TIORH ：タイマI/OコントロールレジスタH
TIORL ：タイマI/OコントロールレジスタL
TIER ：タイマインタラプトイネーブルレジスタ

TGCR ：タイマゲートコントロールレジスタ

TOER ：タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ

TOCR ：タイマアウトプットコントロールレジスタ

TSR ：タイマステータスレジスタ

TCNT ：タイマカウンタ

TCNTS：タイマサブカウンタ

TCDR ：タイマ周期データレジスタ

TCBR ：タイマ周期バッファレジスタ

TDDR ：タイマデッドタイムデータレジスタ

TGRA ：タイマジェネラルレジスタA
TGRB ：タイマジェネラルレジスタB
TGRC ：タイマジェネラルレジスタC
TGRD ：タイマジェネラルレジスタD
TGRE ：タイマジェネラルレジスタE
TGRF ：タイマジェネラルレジスタF
TGRU ：タイマジェネラルレジスタU
TGRV ：タイマジェネラルレジスタV
TGRW ：タイマジェネラルレジスタW

チ
ャ
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［割り込み要求信号］

チャネル0   ：TGIA_0
：TGIB_0
：TGIC_0
：TGID_0
：TGIE_0
：TGIF_0
：TCIV_0

チャネル1   ：TGIA_1
：TGIB_1
：TCIV_1
：TCIU_1

チャネル2   ：TGIA_2
：TGIB_2
：TCIV_2
：TCIU_2

チ
ャ
ネ
ル

5

 

図 1 MTU2のブロック図 
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2.1.2 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 
本 LSIの DMACは、DACK（転送要求受け付け信号）付き外部デバイス、外部メモリ、内蔵メモリ、メモ
リマップト外部デバイス、および内蔵周辺モジュール間のデータ転送を CPUに代わって高速に行います。 

バスモードは、サイクルスチールモードとバーストモードから選択できます。 

DMACについての詳細は、「SH7216グループハードウェアマニュアル ダイレクトメモリアクセスコン
トローラ」の章を参照してください。 

表 2に DMACの概要を示します。サイクルスチールモードの DMA転送例を図 2に示し、バーストモード
の DMA転送例を図 3に示します。また、DMACのブロック図を図 4に示します。 

 
表 2 DMACの概要 

項目 概要 
チャネル数 CH0～CH7の 8チャネル 

CH0～CH3の 4チャネルのみ、外部リクエストの受け付けが可能 
アドレス空間 4GB 
転送データ長 バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト（ロングワー

ド×4） 
最大転送回数 16,777,216（24ビット）回 
アドレスモード シングルアドレスモード、デュアルアドレスモード 
転送要求 外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト、オートリクエスト（SCIF：8要

因、I2C3：2要因、A/Dコンバータ：1要因、MTU2：5要因、CMT：2要因） 
バスモード サイクルスチールモード（通常モード、インターミッテントモード） 

バーストモード 
優先順位 チャネル優先順位固定モード、ラウンドロビンモード 
割り込み要求 データ転送 1/2終了時またはデータ転送終了時に CPUへ割り込み要求発生 
外部リクエスト検出 DREQ入力のロー／ハイレベル検出、立ち上がり／立ち下がりエッジ検出 
転送要求受け付け 
信号／転送終了信号 

DACKおよび TENDはアクティブレベルを設定可能 
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サイクルスチールの通常モードでは、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワードまたは
16バイト単位）の転送を終了するたびにバス権を他のバスマスタに渡します。その後転送要求があれば、
他のバスマスタからバス権を取り戻し、再び1転送単位の転送を行ない、その転送を終了するとまたバス権
を他のバスマスタに渡します。これを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。

サイクルスチール通常モードは、転送要求元、転送元、転送先にかかわらずすべての転送区間で使えます。

バス権をCPUにいったん渡す

読み出し
書き込み

バスサイクル CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

読み出し
書き込み

DREQ

 

図 2 サイクルスチールモードの DMA転送例（デュアルアドレス、DREQローレベル検出） 

 

バーストモードでは、DMAC は一度バス権を取ると、転送終了条件が満たされるまでバス権を解放せずに
転送を続けます。ただし、外部リクエストモードで、DREQ をレベルで検出する場合には、DREQ が
アクティブなレベルでなくなると、転送終了条件が満たされていなくても、すでに要求を受け付けたDMAC
転送要求を終了後に他のバスマスタにバス権を渡します。

読み出し
書き込み

バスサイクル CPU CPU CPU DMAC DMAC CPUDMAC DMAC CPU

読み出し
書き込み

DREQ

 

図 3 バーストモードの DMA転送例（デュアルアドレス、DREQローレベル検出） 
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DMACモジュール

RDMATCR_n

DMATCR_n

RSAR_n

SAR_n

RDAR_n

DAR_n

CHCR_n

DMAOR

DMARS0～3

回数制御

レジスタ制御

起動制御

要求優先制御

バス

インタフェース

HEIn
DEIn

内蔵メモリ

内蔵周辺

モジュール

DMA転送要求信号
DMA転送アクノリッジ信号

割り込みコントローラ

外部ROM

外部RAM

外部入出力

（メモリマップト）

外部入出力

（アクノリッジ

付き）

DREQ0～DREQ3

DACK0～DACK3、
TEND0、TEND1

バスステート

コントローラ

CHCR           ：DMAチャネルコントロールレジスタ
DMAOR        ：DMAオペレーションレジスタ
DMARS0～3 ：DMA拡張リソースセレクタ0～3
HEIn              ：CPUに対するDMA転送1/2終了割り込み要求
DEIn              ：CPUに対するDMA転送終了割り込み要求
n                    ：0、1、2、3、4、5、6、7

【記号説明】
RDMATCR：DMAリロードトランスファカウントレジスタ
DMATCR   ：DMAトランスファカウントレジスタ
RSAR        ：DMAリロードソースアドレスレジスタ
SAR           ：DMAソースアドレスレジスタ
RDAR        ：DMAリロードデスティネーションアドレスレジスタ
DAR           ：DMAデスティネーションアドレスレジスタ

周
辺
バ
ス

内
部
バ
ス

 

図 4 DMACのブロック図 
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2.2 参考プログラムの動作説明 
参考プログラムの設定内容を表 3に示します。また、動作イメージを図 5に示します。 

 
表 3 参考プログラムの設定内容 

機能 項目 設定内容 
チャネル CH0 
機能 コンペアマッチ出力 
タイマカウント 立ち上がりエッジでカウント、TGRAコンペアマッチでクリア、内部クロッ

ク：Pφ／64でカウント 
動作モード 通常動作（TGRA＝H'0C35、4ms毎トグル出力） 

TIOC1A端子機能：初期出力 0、コンペアマッチでトグル出力 

MTU2 

割り込み要求 TGFAクリア：アウトプットコンペアフラグ Aのクリア 
チャネル CH0 
転送データ長 16バイト 
転送回数 4回（4×16バイトデータ長＝64バイトデータ） 
転送元アドレス &（DMA_TR_DATA[0]）（内蔵フラッシュメモリ） 

転送先アドレス DMA_RX_ADD（内蔵 RAM） 
アドレスモード デュアルアドレスモード 
バスモード サイクルスチールモード 
優先順位 チャネル優先順位固定モード 

DMAC 

割り込み要求 データ転送終了時に DMAC停止 
 

MTU2

内蔵フラッシュメモリ（ROM)

転送元エリア

転送先エリア

DMAC

内
部
バ
ス

周
辺
バ
ス

TIOC0A

DMA転送

SH7216

内蔵RAM

周
辺
バ
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

DMA転送要求信号

 

図 5 動作イメージ 
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2.3 使用機能の設定手順 
ここでは、参考プログラムの使用機能初期設定手順を説明します。 

図 6に DMAC（チャネル 0）初期化フロー、図 7にMTU2（チャネル 0）初期化フローを示します。 

 

init_dmac

DMAチャネルコントロールレジスタ_0
（CHCR_0）の設定 ・・・ DMA転送の禁止： DEを"0"に設定（初期値）

RTS

・・・ DMAC（チャネル0）初期設定

割り込み優先レベル設定レジスタ06
（IPR06）の設定

DMAソースアドレスレジスタ_0
（SAR_0）の設定

DMAトランスファカウントレジスタ_0
（DMATCR_0）の設定

DMA拡張リソースセレクタ0
（DMARS0）の設定

DMAオペレーションレジスタ
（DMAOR）の設定

・・・ DMAC0（bit15～12）の割り込み優先レベルを設定

・・・ DMA転送元アドレスを設定

・・・ DMA転送先アドレスを設定

・・・ DMA転送回数を設定

・・・ DMA転送モードを設定

・・・ DMACに対する転送要求を設定

・・・ 全チャネルのDMA 転送を許可：DMEを"1"に設定

スタンバイコントロールレジスタ2
（STBCR2）の設定 ・・・ DMACへのクロック供給許可：_MSPT8 を"0"に設定（初期値）

DMAディスティネーションアドレス
レジスタ_0（DAR_0）の設定

DMAチャネルコントロールレジスタ_0
（CHCR_0）の設定

DMAチャネルコントロールレジスタ_0
（CHCR_0）の設定 ・・・ DMA転送の許可： DEを"1"に設定

 

図 6 DMAC（チャネル 0）初期化フロー 
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init_mtu2

ポートE・IO レジスタL
（PEIORL）の設定 ・・・ 使用する端子（MTU2）の入出力を設定

RTS

・・・ MTU2（チャネル0）初期設定

タイマI/O コントロールレジスタ_0
（TIORH_0）の設定

タイマインタラプトイネーブル

レジスタ_0（TIER_0）の設定

タイマジェネラルレジスタ
A_0TGRA_0

・・・ 使用する端子機能（MTU2）に設定

・・・ TCNT_0の制御
カウンタクリア要因、入力クロックのエッジ、カウンタクロックの設定

・・・ 割り込み要求の許可、禁止を設定

・・・ チャネル0のタイマジェネラルレジスタAをコンペアレジスタとして使用設定

・・・ TCNT_0 のカウント開始タイマスタートレジスタ

（TSTR）の設定

タイマコントロールレジスタ_0
（TCR_0）の設定

・・・ TGRA、BとTIOC0A、B端子の機能設定

スタンバイコントロールレジスタ3
（STBCR3）の設定 ・・・ MTU2へのクロック供給許可：_MSPT35 を"0"に設定

割り込み優先レベル設定レジスタ

09（IPR09）の設定 ・・・ MTU2_0（bit15～12）の割り込み優先レベルを設定

ポートE コントロールレジスタL1
（PECRL1）の設定

 

図 7 MTU2初期化フロー 
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2.4 参考プログラムのレジスタ設定 

2.4.1 クロックパルス発振器（CPG） 
表 4に参考プログラムで使用したクロックパルス発振器の設定を示します。 

 
表 4 クロックパルス発振器設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
周波数制御レジスタ

（FRQCR） 
H'FFFE0010 H'0303 STC[2:0] = "B'011": ×1/8倍（Bφ） 

IFC[2:0] = "B'000": ×1/4 倍（Iφ） 
PFC[2:0] = "B'011": ×1/8 倍（Pφ） 

 

2.4.2 低消費電力モード 
表 5に参考プログラムで使用したスタンバイコントロールレジスタ（STBCR）の設定を示します。 

 
表 5 スタンバイコントロールレジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
スタンバイコントロール

レジスタ 2（STBCR2） 
H'FFFE0018 H'00 MSTP8を"0"に設定：DMACは動作（初期値）

その他初期値 
スタンバイコントロール

レジスタ 3（STBCR3） 
H'FFFE0408 H'5E MSTP35を"0"に設定：MTU2は動作 

その他初期値 
 

2.4.3 割り込みコントローラ（INTC） 
表 6に参考プログラムで使用した割り込み優先レベル設定レジスタ（IPR）の設定を示します。 

 
表 6 スタンバイコントロールレジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
割り込み優先レベル設定

レジスタ 06（IPR06） 
H'FFFE0C00 H'F000 DMAC0の割り込みレベルを 15に設定 

割り込み優先レベル設定

レジスタ 09（IPR09） 
H'FFFE0C06 H'F000 MTU2_0（TGIA_0～TGID_0）の割り込みレベ

ルを 15に設定 
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2.4.4 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 
表 7に参考プログラムで使用した DMAC（チャネル 0）のレジスタ設定を示します。 

 
表 7 DMAC（チャネル 0）レジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
DMAソースアドレスレジ
スタ_0（SAR_0） 

H'FFFE1000 ― DMA転送元のアドレスを内蔵フラッシュメモリ
に配置した文字列の先頭アドレスに設定 
（&（DMA_TR_DATA[0]）） 

DMAデスティネーション
アドレスレジスタ_0
（DAR_0） 

H'FFFE1004 H'FFF88000 DMA転送先のアドレスを内蔵 RAMエリアに設
定（DMA_RX_ADD） 

DMAトランスファカウン
トレジスタ_0
（DMATCR_0） 

H'FFFE1008 H'00000004 DMA転送回数を 4回に設定 
（CHCR_0にて 1回の転送サイズ設定） 

DMAチャネルコントロー
ルレジスタ_0（CHCR_0）

H'FFFE100C H'8000581C TC = 1：1回の転送要求で DMATCRに設定した
回数転送 

RLD = 0：リロード機能無効（初期値） 
DM[1:0] ="B'01"：デスティネーションアドレスは

増加（16バイト単位転送時は
+16） 

SM[1:0] ="B'01"：ソースアドレスは増加（16バ
イト単位転送時は+16） 

RS[3:0] ="B'1000"：DMA拡張リソースセレクタ
TB = 0：サイクルスチールモード（初期値） 
TS[1:0] ="B'11"：転送単位を 16バイト単位転送

（ロングワード 4回転送） 
IE = 1：割り込み要求を許可 
TE：DMA転送終了割り込みで"0"設定 
DE：DMAC初期設定前転送禁止"0"設定（初期値）

DMAC初期設定後 DMA転送許可"1"設定 
DMA転送終了割り込みで転送禁止"0"設定 

DMAオペレーションレジ
スタ（DMAOR） 

H'FFFE1200 ― DME：DMAC初期設定後 DMA全チャネル転送
許可"1"設定 
DMA転送終了割り込みで全チャネル転送
禁止"0"設定 

DMA拡張リソースセレク
タ 0（DMARS0） 

H'FFFE1300 H'00E3 チャネル 0の起動要因を MTU2（TGIA_0）に設
定 
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2.4.5 マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 
表 8に参考プログラムで使用したMTU2（チャネル 0）のレジスタ設定を示します。 

 
表 8 MTU2（チャネル 0）レジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
タイマコントロールレジス

タ_0（TCR_0） 
H'FFFE4300 H'23 CCLR[2:0] ="B'001"：TGRAのコンペアマッチ／イ

ンプット 
キャプチャで TCNTクリア 
CKEG[1:0] ="B'00"：立ち上がりエッジでカウント 
TPSC[2:0] ="B'011"：内部クロック：Pφ/64でカウ

ント 
タイマ I/Oコントロールレ
ジスタ H_0（TIORH_0） 

H'FFFE4302 H'03 IOA[3:0] ="B'0011" 
TGRA_0をアウトプットコンペアレジスタに設定 
TIOC0A端子をコンペアマッチでトグル出力に設定
（初期"0"出力） 

タイマインタラプトイネー

ブルレジスタ_0（TIER_0） 
H'FFFE4304 H'01 TGIEA = 1：TGFAビットによる割り込み要求

（TGIA）を許可 
タイマジェネラルレジスタ

A_0（TGRA_0） 
H'FFFE4308 H'0C35 4msごとにトグル出力 

（Pφ：50MHz、TPSC：Pφ/64） 
タイマスタートレジスタ

（TSTR） 
H'FFFE4280 H'01 CST0 = 1：TCNT_0はカウント動作 

タイマステータスレジスタ

_0（TSR_0） 
H'FFFE4305 ― TGFA：MTU2（チャネル 0）のコンペアマッチ割り

込み処理内で"0"設定 
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3. 参考ドキュメント 
• ソフトウェアマニュアル 

SH-2A/SH2A-FPUソフトウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 

 
• ハードウェアマニュアル 

SH7216グループ ハードウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください） 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.04.23 — 初版発行 
1.01 2010.06.25 — FRQCR設定方法変更に伴うソースプロジェクト修正 

    
    
    
    
    

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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